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令和３年度 市長施政方針

　
２
０
１
９
年
12
月
に
中
国
武
漢

に
端
を
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
急
激
な
勢
い
で
全

世
界
に
広
が
り
、
依
然
と
し
て
収

束
の
見
通
し
が
つ
か
な
い
状
況
で

す
。
国
や
県
の
緊
急
事
態
宣
言
も

発
出
さ
れ
、
外
出
の
自
粛
要
請
、

経
済
活
動
の
制
限
な
ど
市
民
生
活

や
事
業
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
は
、
特
別
定
額
給
付
金
や

事
業
者
へ
の
休
業
等
協
力
金
な
ど

国
や
県
と
連
携
を
図
り
、
ま
た
、

水
道
基
本
料
金
の
減
免
、
子
育
て

応
援
給
付
金
、
事
業
継
続
緊
急
支

援
金
な
ど
の
市
独
自
の
取
組
み
も

行
い
、
各
種
支
援
策
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
感
染

状
況
や
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
踏

ま
え
、
引
き
続
き
、
感
染
拡
大
防

止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
必
要
な

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
は
、
感
染
拡
大
を
抑
え
込
む
鍵

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
収
束
に
向

け
大
い
に
期
待
を
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
現
在
、
実
施
本
部
を
設
置
し
、

円
滑
な
接
種
に
向
け
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
４
月
か
ら
、
今
後

10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で

　
観
光
振
興
で
は
、「
寿
司
」と「
知

多
牛
」
の
Ｐ
Ｒ
強
化
と
認
知
度
の

向
上
を
図
り
、
半
田
な
ら
で
は
の

食
の
観
光
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
半
田
運
河
に
人
道
橋
を

整
備
し
、
運
河
を
訪
れ
た
観
光
客

等
の
回
遊
性
の
向
上
や
更
な
る
賑

わ
い
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

　
商
工
業
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
り
、
打
撃
を
受
け
た

事
業
者
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

意
欲
あ
る
事
業
者
の
サ
ポ
ー
ト
を

強
化
す
る
た
め
、
商
業
施
設
助
成

事
業
を
拡
充
し
ま
す
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
石
塚

地
区
に
新
た
な
工
業
団
地
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

つ
な
が
り
助
け
あ
う

　
健
康
と
笑
顔
を
育
む
ま
ち

　
新
半
田
病
院
に
つ
い
て
は
、高
度

医
療
と
良
好
な
療
養
環
境
の
提
供
、

防
災
上
も
安
全
で
安
心
で
き
る
病

院
と
す
る
た
め
、令
和
７
年
春
の
開

院
を
目
指
し
、令
和
３
年
度
は
実
施

設
計
を
行
う
と
と
も
に
、ア
ク
セ
ス

道
路
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
病
院
経
営
の
安
定
化
と

急
性
期
か
ら
回
復
期
ま
で
の
医
療

を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る
体
制
を

確
保
す
る
た
め
、
常
滑
市
と
と
も

に
地
方
独
立
行
政
法
人
化
に
向
け

た
準
備
を
進
め
ま
す
。

あ
る
第
７
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
将
来
都
市
像
を
「
人

が
ま
ち
を
育
み　
ま
ち
が
人
を
育

む　

チ
ャ
レ
ン
ジ
あ
ふ
れ
る
都

市
・
は
ん
だ
」
と
定
め
、
本
市
が

発
展
し
、
安
心
で
暮
ら
し
や
す
い

持
続
可
能
な
ま
ち
を
実
現
す
る
た

め
、
先
を
見
据
え
、
一
つ
ひ
と
つ

の
課
題
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
７
次
総
合
計
画
の
体
系
ご
と
に

主
な
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

学
び
あ
い
育
ち
あ
う　

　
自
分
ら
し
さ
と
夢
を
育
む
ま
ち

　
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
一
層
充
実
さ
せ
、
学
習
支

援
ソ
フ
ト
の
導
入
や
支
援
員
の
配
置

な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
整
備
し
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
外
国
籍
児
童
生
徒
が
安

心
・
安
定
し
た
学
校
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
初
期
の
日
本
語
指
導
や

学
校
生
活
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
に
つ

い
て
は
、
乙
川
中
学
校
の
校
舎
及

び
柔
剣
道
場
（
令
和
４
年
度
３
学

期
供
用
開
始
予
定
）、
岩
滑
公
民

館
（
令
和
５
年
１
月
供
用
開
始
予

定
）
の
改
築
工
事
、
新
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
（
み
な
と
公
園
内
、
令

和
６
年
９
月
供
用
開
始
予
定
）
の

建
設
を
進
め
ま
す
。
保
育
園
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
は
、
老
朽
度
の
高

い
花
園
保
育
園
を
対
象
に
、
多
様

化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ

く
、
民
営
化
を
進
め
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
生

活
が
不
安
定
と
な
っ
て
い
る
ひ
と

り
親
家
庭
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、

資
格
取
得
に
係
る
給
付
金
の
支
給

や
就
職
活
動
等
に
伴
う
子
ど
も
の

預
か
り
事
業
の
利
用
料
助
成
な
ど

を
行
い
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立

を
支
援
し
ま
す
。

地
球
に
配
慮
し
な
が
ら
成
長
す
る

　
都
市
の
活
力
を
育
む
ま
ち

　
環
境
施
策
に
つ
い
て
は
、
昨
年

10
月
の
菅
総
理
の
所
信
表
明
演
説

に
お
け
る
「
２
０
５
０
年
ま
で
に

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ

を
目
指
し
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け

た
取
組
み
を
進
め
て
い
く
」
と
の

表
明
に
先
が
け
、
本
市
は
、
昨
年

２
月
に「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」

を
宣
言
し
ま
し
た
。
地
球
環
境
を

守
り
、
次
世
代
に
良
好
な
環
境
を

引
き
継
ぐ
た
め
、
環
境
負
荷
の
低

減
に
取
り
組
み
ま
す
。
４
月
か
ら

は
家
庭
系
ご
み
の
有
料
化
を
開
始

し
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
ご

負
担
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、

循
環
型
社
会
の
形
成
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「令和３年第2回半田市議会定例会」の冒頭において、榊原市長が示した
施政方針の主な内容を掲載します。
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